
 

の
河
川
遊
歩
道
を
６
月
、
７ 

月
、
10

月
の
年
３
回
実
施
し 

て
い
ま
す
。 

 

令
和
元
年
コ
ロ
ナ
禍
の
３ 

年
間
は
、
作
業
が
で
き
ず
、 

大
雨
に
よ
り
泥
が
大
量
に
堆 

積
し
人
力
に
よ
る
土
砂
撤
去
、
河
川
清
掃
は
不
可
能
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。  

置
賜
総
合
支
庁
建
設
部
河
川
砂
防
課
に
土
砂
撤
去
の

申
請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 ◆
ふ
れ
あ
い
の
道
路
愛
護
事
業 

万
世
橋
成
島
線
の
植
樹
桝
の
維 

持
管
理
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
植 

栽
か
ら
撤
去
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

『
青
年
部
活
動
』 

青
年
部
で
実
施
し
て
い
る
年
間
行
事
に
町
内
の
芋
煮

会
が
子
供
か
ら
お
年
寄
り
の
参 

加
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
芋
煮 

会
の
会
場
に
於
い
て
防
災
訓
練 

の
一
環
と
し
て
炊
き
出
し
訓
練 

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
，
震
災
と
か
で
断
水 

し
た
場
合
を
想
定
し
黄
色
い
色 

粉
を
混
ぜ
た
水
を
作
り
、
泥
水 

に
見
立
て
炊
き
出
し
ご
飯
作
り 

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

     

当
町
内
会
は
14

の
隣
組
三
百
十
数
名
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
０
歳
か
ら
三
十
歳
で
約
八
十
数
名
、
四
十
歳
か

ら
六
十
歳
で
百
三
十
数
名
、
七
十
歳
か
ら
九
十
歳
で
約

九
十
名
と
高
齢
化
が
進
行
し
た
町
内
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
活
動
は
、
①
自
主
防
災
の
活
性

化
、
②
町
内
挙
げ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
③
育
成

部
中
心
に
年
間
行
事
が
計
画
さ
れ
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
項
目
別
の
活
動
状
況
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。 

 

『
自
主
防
災
活
動
』 

自
主
防
災
組
織
結
成
年
は
、
平
成
21

年
４
月
１
日

で
、
今
年
の
４
月
で
17

年
に
な
り
ま
す
。 

主
な
活
動
と
し
て
、
全
戸
数
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
意
識
調
査
を
令
和
５
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。 

目
的
は
、
当
町
内
の
戸
数
の
災
害
対
策
に
関
す
る
意

識
と
、
対
策
の
実
施
状
況
並
び
に
対
策
が
進
ま
な
い
理

由
に
つ
い
て
調
査
し
、
今
後
の
災
害
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
の
自
主
防
災
組
織
推
進
の
参
考
と
す
る
。 

 

◆
見
え
て
き
た
課
題
と
今
後
の
対
策 

① 

家
庭
内
の
「
安
否
確
認
」
「
避
難
場
所
」
の
取
り
決

め
で
、
災
害
時
ス
マ
ホ
が
使
え
る
と
限
り
ま
せ
ん
。

「
万
が
一
の
場
合
こ
こ
に
集
ま
る
」
と
い
う
場
所

を
決
め
て
お
く
こ
と
は
大
事
で
す
。 

② 

寝
室
に
タ
ン
ス
や
本
棚
、
机
や
テ
レ
ビ
等
何
も
置

か 

     ② 

寝
室
に
タ
ン
ス
や
本
棚
、
机
や
テ
レ
ビ
等
何
も
置

か
な
い
の
が
望
ま
し
い
。
置
く
場
合
転
倒
防
止
を

行
う
。
け
が
防
止
の
た
め
。 

③ 

設
問
で
「
家
の
中
で
安
全
な
場
所
」
が
一
番
多
い

で
す
が
、
あ
な
た
の
家
で
は
「
安
全
な
場
所
」
は

思
い
浮
か
び
ま
す
か
？
四
隅
に
柱
が
あ
る
狭
い
場

所
（
ト
イ
レ
や
脱
衣
所
） 

④ 

「
防
災
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
知

ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
方
が
55

％
を
占
め
て

い
る
。
今
後
の
防
災
活
動
に
生
か
し
た
い
。 

 

⑤ 

自
助
と
は
、
自
分
や
家
族
で
災
害
に
備
え
取
り
込

む
こ
と
。
共
助
と
は
、
災
害
の
時
、
近
所
の

方
々
、
地
域
の
方
々
と
助
け
合
う
こ
と
。
公
助
と

は
市
・
県
・
国
が
災
害
発
生
に
備
え
防
災
に
対
す

る
啓
発
・
準
備
・
整
備
を
進
め
る
こ
と 

⑥ 

町
内
会
で
で
き
る
こ
と
、
備
え
る
物
の
優
先
順
を

上
げ
る
こ
と
。 

 

◆
今
後
の
目
標 

 

過
去
の
水
害
、
長
井
盆
地
西
力
断
層
帯
、
山
々
に
囲

ま
れ
た
盆
地
の
救
助
体
制
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

『
町
内
挙
げ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
』 

◆
ふ
る
さ
と
の
川
愛
護
活
動 

ふ
る
さ
と
の
川
愛
護
活
動
支
援
事
業
と 

し
て
新
蛭
川
左
岸
延
長
５
６
０
メ
ー
ト
ル 

ー ト
ル 

い 
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西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
克
雪
プ
ラ
ザ
は
昨
年
11

月
２
日

開
館
40

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
の

皆
様
に
は
記
念
行
事
の
準
備
と
運
営
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
西
部
地
区
の
皆
様
に

も
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
様
々
な
記
念
行
事
を
成
功
裡
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

記
念
行
事
は
６
月
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
始
ま
り
、
自
主

防
災
講
演
会
、
山
形
県
警
察
音
楽
隊
演
奏
会
、
劇
団
「
ま
み
む
め
も
」

公
演
、
ロ
ビ
ー
展
、
記
念
式
典
・
講
演
・
祝
賀
会
、
文
化
祭
、
記
念
誌

発
行
、
地
域
づ
く
り
講
演
会
、
合
同
祝
賀
会
、
雪
ま
つ
り
・
花
火
打
ち

上
げ
と
多
彩
を
極
め
、
皆
様
か
ら
存
分
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
克
雪
プ
ラ
ザ
は
西
部

地
区
の
皆
様
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
自
然
災
害
が
増
え
る
中
、
今
後
は
特
に

地
区
内
の
自
主
防
災
組
織
率
向
上
と
防
災
研
修
会
の
開
催
や
、
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
創
意
工
夫
と
実
践
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
で
し

ょ
う
。 

結
び
に
、
西
部
地
区
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
・
克
雪
プ
ラ
ザ
に
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会 

委
員
長 

手
塚
宮
雄 

館 

長
・
職
員
一
同 



が
進
み
補
修
費
も
嵩
む 

こ
と
か
ら
改
築
の
話
が 

機
会
あ
る
ご
と
に
話
題 

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

旧
舘
山
会
館
は
昭
和
７ 

年
当
時
11

名
の
共
有 

名
義
で
登
記
さ
れ
て
お 

り
そ
の
ま
ま
で
は
改
築 

で
き
な
い
た
め
、
舘
山 

自
治
会
を
米
沢
市
で
第 

１
号
の
法
人
格
を
持
つ 

「
地
縁
団
体
」
と
し
て 

の
認
可
を
得
ま
し
た
。 

地
縁
団
体
の
認
可
後
、 

会
館
改
築
専
門
委
員
会
を
設
け
、
紆
余
曲
折
の
経
緯
は

あ
り
ま
し
た
が
「
宝
く
じ
還
付
補
助
金
」
と
舘
山
全
戸

か
ら
の
拠
出
金
、
寄
付
金
等
を
い
た
だ
き
平
成
８
年
に

完
成
し
ま
し
た
。 

舘
山
地
区
も
、
大
峠
道
路
や
都
市
計
画
道
路
六
部
館

山
線
の
開
通
な
ど
が
あ
り
、
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
き 

 
 

ま
し
た
。
地
区
の
高 

齢
化
も
進
み
、
お
年 

寄
り
や
一
人
暮
ら
し 

な
ど
老
人
世
帯
が
多 

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

互
助
の
精
神
を
培 

い
、
明
る
く
住
み
よ 

い
地
域
づ
く
り
を
し 

て
い
く
こ
と
が
、
今 

後
の
課
題
で
は
な
い 

か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

     

舘
山
会
館
は
昭
和 

７
年
、
舘
山
青
年
会 

の
手
で
建
設
さ
れ
た 

が
、
住
民
自
治
会
活 

動
に
よ
る
集
会
施
設 

が
建
設
さ
れ
た
の
は 

稀
で
あ
り
、
自
治
活 

動
の
拠
点
と
し
て
ば 

か
り
で
な
く
、
各
種 

団
体
の
研
修
会
、
講 

習
会
、
生
活
用
品
販 

売
、
選
挙
の
投
票
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

当
時
、
舘
山
に
は
10

町
が
あ
り
現
在
の
よ
う
に
一

本
化
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
に
防
犯
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
互
助
を
行
っ
て
お
り
、
昭
和
33

年
９
月
に
こ
れ

ま
で
あ
っ
た
「
舘
山
振
興
会
」
を
解
散
し
自
治
会
を
発

足
さ
せ
外
灯
設
置
や
維
持
管
理
、
舘
山
会
館
の
維
持
管

理
、
敬
老
事
業
等
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
舘

山
公
園
を
桜
の
名
所
に
し
よ
う
と
苗
木
を
植
栽
し
公
園

の
清
掃
奉
仕
活
動
は
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

三
中
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
と
し
「
い
も
煮
運
動
会
」
や

「
盆
踊
り
」
の
復
活
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等
行
事
主

体
の
活
動
が
旺
盛
で
あ
っ
た
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
参

加
者
が
減
り
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
行
事
も
あ
り
ま

す
。 舘

山
会
館
も
寄
る
年
波
に
は
か
て
ず
、
年
々
老
朽
化

が
進
み
補
修
費
も
嵩
む
こ
と
か
ら
改
築
の
話
が
機
会
あ

る
ご
と
に
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
舘
山
会
館
は

昭
和
７
年
当
時

1
1

名
の
共
有
名
義
で
登
記
さ
れ
て
お

り
そ
の
ま
ま
で
は
改
築
で
き
な
い
た
め
、
舘
山
自
治
会

を
米
沢
市
で
第
１
号
の
法
人
格
を
持
つ
「
地
縁
団
体
」

と
し
て
の
認
可
を
得
ま
し
た
。 

地
縁
団
体
の
認
可
後
、
会
館
改
築
専
門
委
員
会
を
設

け
、
紆
余
曲
折
の
経
緯
は
あ
り
ま
し
た
が
「
宝
く
じ
還

付
補
助
金
」
と
舘
山
全
戸
か
ら
の
拠
出
金
、
寄
付
金
等

を
い
た
だ
き
平
成8

年
に
完
成
し
ま
し
た
。 

舘
山
地
区
も
、
大
峠
道
路
や
都
市
計
画
道
路
六
部
館

山
線
の
開
通
な
ど
が
あ
り
、
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。
地
区
の
高
齢
化
も
進
み
、
お
年
寄
り
や
一
人

暮
ら
し
な
ど
老
人
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
互
助

の
精
神
を
培
い
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。 

     

舘
山
地
区
は
、
山
、
川
、
公
園
そ
し
て
農
地
も
あ
っ

て
四
季
折
々
に
風
情
の
あ
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。 

歴
史
的
に
顧
み
る
と
、
国
の
指
定
遺
跡
と
な
っ
た

「
一
の
坂
遺
跡
」
を
は
じ
め
伊
達
政
宗
の
父
が
舘
山
に

築
城
し
た
と
言
わ
れ
る
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
「
舘

山
城
跡
」
等
が
あ
り
地
区
全
体
に
遺
跡
が
分
布
し
て
い

ま
す
。 

明
治
時
代
に
は
、
今
の
三
中
の
地
に
米
沢
製
糸
工
場

が
操
業
し
て
お
り
、
農
業
で
は
小
柳
地
区
に
栽
培
さ
れ

て
い
た
葉
タ
バ
コ
が
有
名
で
、
米
沢
の
味
「
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
」
の
Ａ
ア
ッ
プ
ル
と
し
て
名
産
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
「
舘
山
リ
ン
ゴ
」
の
栽
培
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
明
治
20

年
代
の
後
半
ま
で
、
西
部
小
学
校
の
前
身

で
あ
る
「
舘
山
小
学
校
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

大
正
時
代
に
入
る
と
、
今
の
「
テ
イ
ジ
ン
」
の
前
身

で
あ
る
帝
国
人
絹
が
操 

業
を
開
始
し
、
昭
和
の 

初
期
に
か
け
て
は
、
舘 

山
発
電
所
や
浄
水
場
が 

建
設
さ
れ
る
な
ど
活
況 

を
呈
し
、
今
で
言
う
都 

市
基
盤
整
備
の
発
祥
の 

地
で
は
な
か
っ
た
の
か 

と
思
え
ま
す
。 
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舘山地区の 

人口と世帯数 

 

３５６世帯 

１，０７６人 


